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２００６年２００６年 ５月１７日５月１７日

三菱ガス化学株式会社三菱ガス化学株式会社

２００５年度決算２００５年度決算
およびおよび

新中期経営計画新中期経営計画 「協創２００８」「協創２００８」
説明会説明会
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本日の出席者本日の出席者

取締役社長取締役社長

小髙　英紀小髙　英紀

梅村梅村 俊和俊和
執行役員執行役員

畑畑 仁仁

喜嶋　安彦喜嶋　安彦
取締役専務執行取締役専務執行役員役員

山崎　慶重山崎　慶重

川﨑　敏雄川﨑　敏雄上松　正次上松　正次

取締役専務執行取締役専務執行役員役員

中村　博海中村　博海

取締役常務執行取締役常務執行役員役員

取締役常務執行取締役常務執行役員役員

取締役常務執行取締役常務執行役員役員

取締役常務執行取締役常務執行役員役員
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本日本日の進行次第・配付資料の進行次第・配付資料

11．２００５年度決算．２００５年度決算

22．新中期経営計画．新中期経営計画

「協創２００８「協創２００８ 」」

3.  3.  質疑応答質疑応答

進行次第進行次第 配付資料配付資料

・説明スライド・説明スライド コピーコピー

・・決算説明会参考資料決算説明会参考資料

・・ ２００５年度決算２００５年度決算短信短信

・・ ニュースニュース クリッピング集クリッピング集

・・ アンケートアンケート用紙用紙
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連結連結 ２００５年度実績２００５年度実績

）））） ））

148148293293441441税前利益税前利益

（（3333（（118118（（151151（持分法利益）（持分法利益）

8181309309390390営業利益営業利益

5125123,8863,8864,3984,398売上高売上高

9696233233329329当期純利益当期純利益

127127377377504504経常利益経常利益

増減増減
20042004年度年度

実績実績

20052005年度年度

実績実績

売上高は前期比売上高は前期比 ＋＋512512億円。単体億円。単体

は同＋は同＋448448億円で、億円で、55割が単価要因。割が単価要因。

原燃料・仕入れ価格上昇などにより、原燃料・仕入れ価格上昇などにより、

年明け以降、一部製品の採算悪化。年明け以降、一部製品の採算悪化。

電子工業用薬品、ポリカーボネート、電子工業用薬品、ポリカーボネート、

電子材料などの数量増により増益。電子材料などの数量増により増益。

持分法利益は、メタノール市況の高値持分法利益は、メタノール市況の高値

維持と、エンジニアリングプラスチック関維持と、エンジニアリングプラスチック関

連会社の配当収入増加で、前年比＋連会社の配当収入増加で、前年比＋

3333億円。億円。

特別損失は前期比－特別損失は前期比－2323億円の億円の6767億億

円。関係会社再編円。関係会社再編2222億、固定資産廃億、固定資産廃

棄損棄損1111億、研究所再編億、研究所再編1111億など億など

【【億円】億円】

△△ 53531,6711,6711,6181,618有利子負債有利子負債

6996994,9464,9465,6455,645期末総資産期末総資産
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天天 然然 ガガ スス 系系 化化 学学 品品

20052005年度年度 実績実績 20062006年度年度 予想予想

【億円】【億円】

1,371

1,245

1,172

0 500 1,000 1,500

06年度

05年度

04年度

売上高売上高

58

54

66

0 50 100

06年度

05年度

04年度

営業営業利益利益

【億円】【億円】
予想 予想

その他その他

ﾒﾀﾉｰﾙ･ｱﾝﾓﾆｱ系化学品ﾒﾀﾉｰﾙ･ｱﾝﾓﾆｱ系化学品

ﾒﾀﾉｰﾙﾒﾀﾉｰﾙ

前期基調を継続の見込み。原料高騰によるｺｽ前期基調を継続の見込み。原料高騰によるｺｽ

ﾄｱｯﾌﾟは、販売価格への転嫁を進める。ﾄｱｯﾌﾟは、販売価格への転嫁を進める。
原料価格の上昇も、全般に堅調な需要に支え原料価格の上昇も、全般に堅調な需要に支え

られ前期並み。られ前期並み。

ｺｴﾝｻﾞｲﾑｺｴﾝｻﾞｲﾑQQ10 10 は販売価格低下も新設備稼働では販売価格低下も新設備稼働で

増収･増益。増収･増益。

原油価格は引続き高値を維持。原油価格は引続き高値を維持。

需給はﾀｲﾄﾊﾞﾗﾝｽで推移するも、価格はやや需給はﾀｲﾄﾊﾞﾗﾝｽで推移するも、価格はやや

軟化を想定。軟化を想定。

ｺｴﾝｻﾞｲﾑｺｴﾝｻﾞｲﾑQQ10 10 は需要好調も、年明けから輸出価は需要好調も、年明けから輸出価

格が低下。格が低下。

天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売は、増収・増益。天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売は、増収・増益。

上期に市況が一時軟化も、下期再上昇。持分上期に市況が一時軟化も、下期再上昇。持分

法利益は、前期を上回る。法利益は、前期を上回る。
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芳芳 香香 族族 化化 学学 品品

特殊芳香族化学品特殊芳香族化学品

汎用化学品汎用化学品

需要は好調を見込む。需要は好調を見込む。

MGCMGCｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾎﾟﾘﾏｰｽﾞの本格稼動に合わせ、ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾎﾟﾘﾏｰｽﾞの本格稼動に合わせ、
欧米で欧米でMXMXﾅｲﾛﾝの拡販に注力。ｲｿﾌﾀﾙ酸は需要ﾅｲﾛﾝの拡販に注力。ｲｿﾌﾀﾙ酸は需要
旺盛でﾌﾙ生産の見込み。旺盛でﾌﾙ生産の見込み。

新日石との合弁ｽﾀｰﾄによりﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ販売数量が新日石との合弁ｽﾀｰﾄによりﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ販売数量が
減少。前下期からの無水ﾌﾀﾙ酸減少。前下期からの無水ﾌﾀﾙ酸11系列停止もあり、系列停止もあり、
売上高は前期比減少。売上高は前期比減少。

原料高も全般に販売数量増加で前期比増収・原料高も全般に販売数量増加で前期比増収・
増益。増益。

ｴｲ･ｼﾞｲ･ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙｴｲ･ｼﾞｲ･ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ ｹﾐｶﾙはｲｿﾌﾀﾙ酸の需要好ｹﾐｶﾙはｲｿﾌﾀﾙ酸の需要好
調で増収・増益。調で増収・増益。

ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝが原料高と旺盛な需要で大幅増収。まﾊﾟﾗｷｼﾚﾝが原料高と旺盛な需要で大幅増収。ま
た、下期のｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ価格が堅調で、前期た、下期のｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ価格が堅調で、前期
比減益も比減益も1010月想定より改善。月想定より改善。

20052005年度年度 実績実績 20062006年度年度 予想予想
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【億円】【億円】

売上高売上高 営業営業利益利益

【億円】【億円】
予想 予想
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機機 能能 化化 学学 品品

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ

電子工業用薬品電子工業用薬品

工業用無機薬品工業用無機薬品

全般に需要は好調も、原燃料の高止まり・販売全般に需要は好調も、原燃料の高止まり・販売
価格下落が懸念材料。引続き数量増加を見込む。価格下落が懸念材料。引続き数量増加を見込む。
PCPC、、POMPOMとも国内外でﾃﾞﾎﾞﾄﾙ増産を予定。とも国内外でﾃﾞﾎﾞﾄﾙ増産を予定。

液晶・半導体生産は、前期基調を維持。また新液晶・半導体生産は、前期基調を維持。また新
規ﾗｲﾝの稼動アップに伴い、数量増加。規ﾗｲﾝの稼動アップに伴い、数量増加。

引続き堅調を見込む。原燃料高騰によるｺｽﾄｱｯ引続き堅調を見込む。原燃料高騰によるｺｽﾄｱｯ

ﾌﾟに対応し、価格是正で採算改善を図る。ﾌﾟに対応し、価格是正で採算改善を図る。

全般に需要好調で増収・増益。全般に需要好調で増収・増益。
PCPCは下期も引続き需要旺盛で数量・価格とも好調。は下期も引続き需要旺盛で数量・価格とも好調。
POMPOMは下期需要回復で前期並み。は下期需要回復で前期並み。

下期も引続き液晶・半導体が続伸。新規ﾗｲﾝ向け下期も引続き液晶・半導体が続伸。新規ﾗｲﾝ向け
薬液も数量増で増収･増益。薬液も数量増で増収･増益。

過酸化水素は原燃料価格上昇も、販売数量堅調過酸化水素は原燃料価格上昇も、販売数量堅調
により前期並み。により前期並み。

20052005年度年度 実績実績 20062006年度年度 予想予想
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【億円】【億円】
予想 予想
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特特 殊殊 機機 能能 材材

脱酸素剤脱酸素剤

電子材料電子材料

前期の基調を維持、安定した収益を見込む。前期の基調を維持、安定した収益を見込む。

下期、ｴｰｼﾞﾚｽﾀｲの生産能力を増強し、食品下期、ｴｰｼﾞﾚｽﾀｲの生産能力を増強し、食品

向け汎用品の競争力強化。向け汎用品の競争力強化。

BTBT系は前期並みの数量を見込む。ｴﾎﾟｷｼ系系は前期並みの数量を見込む。ｴﾎﾟｷｼ系

高機能品は今上期より立上り。汎用ｴﾎﾟｷｼ系高機能品は今上期より立上り。汎用ｴﾎﾟｷｼ系

はは1212月末生産停止。原材料価格上昇により採月末生産停止。原材料価格上昇により採

算悪化を想定。算悪化を想定。

ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板材料は、ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板材料は、BTBT系が、上期回復に転系が、上期回復に転

じた半導体生産数量が下期続伸で増益。ＬＥｼｰじた半導体生産数量が下期続伸で増益。ＬＥｼｰ

ﾄは好調。ﾄは好調。

食品向けの輸出が競争激化で数量減も、国食品向けの輸出が競争激化で数量減も、国

内および他用途向けが好調で前期並みを確保。内および他用途向けが好調で前期並みを確保。

20052005年度年度 実績実績 20062006年度年度 予想予想
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579

0 500 1,000
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04年度
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05年度

04年度

【億円】【億円】

売上高売上高 営業営業利益利益

【億円】【億円】
予想 予想
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連結連結 ２００６年度予想２００６年度予想

44

1212

33

△△88

△△1111

5454

5757

137137

135135

88

5858

6969

140140

127127

△△44

天然ｶﾞｽ系化学品天然ｶﾞｽ系化学品

芳香族化学品芳香族化学品

機能化学品機能化学品

特殊機能材特殊機能材

その他・消去その他・消去

126126

△△124124

7575

3434

△△2020

1,2451,245

1,3021,302

1,2501,250

685685

△△8383

1,3711,371

1,1781,178

1,3251,325

719719

△△103103

天然ｶﾞｽ系化学品天然ｶﾞｽ系化学品

芳香族化学品芳香族化学品

機能化学品機能化学品

特殊機能材特殊機能材

その他・消去その他・消去

△△ 11441441440440税前利益税前利益

00390390390390営業利益営業利益

92924,3984,3984,4904,490売上高売上高

11329329330330当期純利益当期純利益

△△ 44504504500500経常利益経常利益

増減増減
20052005年度年度

実績実績

20062006年度年度

予想予想
前期と同じ基調で推移するも、原燃前期と同じ基調で推移するも、原燃

料・仕入れ価格の高止まりが予想され料・仕入れ価格の高止まりが予想され

る。る。

電子工業用薬品、ポリカーボネート、電子工業用薬品、ポリカーボネート、

電子材料などが業績を牽引。電子材料などが業績を牽引。

特別損失は特別損失は6060億円を想定。億円を想定。

配当金は中間、期末とも配当金は中間、期末とも5.05.0円。円。

【【億円】億円】
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『協創２００８』『協創２００８』
～セカンド・ステージ～
“更なる成長に向けて”

三菱ガス化学グループ　新中期経営計画

期間：期間：20062006年年44月～月～20092009年年33月月
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2002年度 2003年度 2004年度 2005年度

利益

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

売上高

連結営業利益 連結経常利益

連結当期利益 売上高

前中期計画「協創2005」の総括

＜実行した諸施策＞
・国内事業所の再編
・他社とのアライアンス推進
・赤字事業対策
・ コア製品の能力増強
・原材料価格高騰への対応

＜実行した諸施策＞
・国内事業所の再編
・他社とのアライアンス推進
・赤字事業対策
・ コア製品の能力増強
・原材料価格高騰への対応

協創2005

1,940

1,843

1,671

1,618

9.5

0.6

4.1

7.8

0.0

2.5

5.0

7.5

10.0

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度

％

1,500

1,700

1,900

2,100

億円

連結有利子負債(億円) 連結ROA(総資産経常利益率%)

＜目標＞
・ＲＯＡ　５％以上
・有利子負債　150億円削減
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「協創２００８」の位置づけ

CSR（企業の社会的責任）の遂行が全てのベースCSR（企業の社会的責任）の遂行が全てのベース

協創２００８
(06～08年度)
協創２００８

(06～08年度)

協創2005
(03～05年度)
協創2005
(03～05年度)

進化21進化21

・構造改革、体質改善を断行
・事業の選択と集中
・経済環境の好転
　　　　　⇒２期連続史上最高益を更新

・構造改革、体質改善を断行
・事業の選択と集中
・経済環境の好転
　　　　　⇒２期連続史上最高益を更新

持続的成長！！

・成長拡大へ軸足をシフト
・減価償却を上回る積極投資の実行
・コア事業の一層の強化
　　　⇒より高いステージへ
　　　　 飛躍に向けた助走期間

　　　　

・成長拡大へ軸足をシフト
・減価償却を上回る積極投資の実行
・コア事業の一層の強化
　　　⇒より高いステージへ
　　　　 飛躍に向けた助走期間
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　　「協創２００８」　　コンセプト＆グループビジョン

前中期計画のコンセプト　「協創」「協創」　　を継続

製　造

研究開発

原料調達

販売・物流

バリューチェ－ンの強化

顧客

MGCグループ

取引

パートナー

　　協　　創

　　「ＭＧＣグループは、全ての事業活動においてＣＳＲの
実践を徹底し、真の高収益・研究開発型企業集団として、
持続的成長を目指します。」



14

　　「協創２００８」　　基本方針

1.　差異化戦略の徹底による更なる成長
　　　
　　　１）成長するアジア市場におけるプレゼンスの強化
　　　２）重点分野に対する経営資源の集中投入
　　　３）新規製品群の早期育成

　

２.　経営基盤の強化

　　　１）絶えざる事業構造改革
　　　２）成長を支える強靭な財務体質の構築
　　　３）生産性の向上と継続的コストダウン
　　　４）人材の育成と現場力の強化
　　　５）経営資源共有によるグループシナジー効果の更なる向上

1.　差異化戦略の徹底による更なる成長
　　　
　　　１）成長するアジア市場におけるプレゼンスの強化
　　　２）重点分野に対する経営資源の集中投入
　　　３）新規製品群の早期育成

　

２.　経営基盤の強化

　　　１）絶えざる事業構造改革
　　　２）成長を支える強靭な財務体質の構築
　　　３）生産性の向上と継続的コストダウン
　　　４）人材の育成と現場力の強化
　　　５）経営資源共有によるグループシナジー効果の更なる向上
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グループ全体の
戦略投資内訳

日本国内
32%

海外
68%

　　　　「協創２００８」　　キーワード　“アジアにおけるプレゼンスの強化”

『成長するアジア市場におけるプレゼンスの強化』

競争優位にあるコア製品は、アジアを中心に生産拠点の
積極的拡充を図る。

『成長するアジア市場におけるプレゼンスの強化』

競争優位にあるコア製品は、アジアを中心に生産拠点の
積極的拡充を図る。

・メタノール
　（サウジアラビア、ベネズエラ、
　　ブルネイ、重慶）
・ポリカーボネート（上海）
・過酸化水素（中国）
　など

・メタノール
　（サウジアラビア、ベネズエラ、
　　ブルネイ、重慶）
・ポリカーボネート（上海）
・過酸化水素（中国）
　など

内、アジア比率内、アジア比率
８２％８２％
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2,096

919

97 133

550

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05

年度

1977
台豊印刷
回路
（台湾）

1988 ＫＥＰ
（韓国）

1991 ＡＲＲＡＺＩⅡ
（サウジアラビア）、
ＰＩＰ（インドネシア）

1992 ＳＹＰＣ
（韓国）

1983 ARRAZIⅠ
（サウジアラビア）

1994 ＭＥＴＯＲ
（ベネズエラ）

1996 ＭＰＣＡ（米国）、
ＴＰＡＣ（タイ）

1997
ＡＲＲＡＺＩⅢ

（サウジアラビア）

1998 ＴＰＣＣ（タイ）、
ＭＲＭ（米国）

1999 ＡＲＲＡＺＩⅣ
（サウジアラビア）、

ＭＰＣＳ
（シンガポール）

2001ＭＰＣＴ
（台湾）

2002 ＰＴＭ（中国）、
ＰＸＳ（シンガポール）

2003 ＡＧＳＴ
（タイ）

2004 ＭＡＰ
（米国）

ＭＧＣグループ
海外拠点展開の軌跡

注）各社の年度売上高を円換算し単純累計した（消去・調整等前）

売上高（億円）
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協創２００８　地域別投資額　比率 日本
32%アジア

（含む中東）
56%

他 0.9%

ベネズエラ
11%

欧州 0.2%
米国
0.2%

37％

31％

22％

10％

サウジアラビア 中国 ブルネイ その他

「協創２００８」アジア投資金額比率 　～「協創２００８」におけるグローバル戦略～

強い技術、原料立地、消費立地を基本に、最適な

パートナーシップを確立し、グローバル拠点を積極的に拡充
　　

＜米国＞
・電子工業薬品　
・トルイル酸　　　
・ＭＸナイロン　　　

＜ベネズエラ＞
・メタノール　

＜台湾＞
・プリント配線基板
・電子工業薬品　

＜サウジアラビア＞
・メタノール

＜タイ＞
・ポリアセタール　
・ポリカーボネート　　
・エージレス　

＜インドネシア＞
過酸化水素　

＜シンガポール＞
・電子工業薬品　
・ポリフェニレンエーテル

＜韓国＞
・ポリアセタール　
・電子工業薬品　

＜中国・南京＞
・メタノール誘導品　
＜中国・南通＞
・ポリアセタール
＜中国・常熟＞
・発泡剤加工

＊吹き出しは現在展開中の海外生産拠点、両グラフは今後の計画
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　　「協創２００８」　　キーワード　“経営資源の集中投入”

◆競争優位にあるコアビジネスと

　　　　成長市場に対する経営資源の集中投入

◆汎用品、特殊品、バランスの取れた成長

◆競争優位にあるコアビジネスと

　　　　成長市場に対する経営資源の集中投入

◆汎用品、特殊品、バランスの取れた成長
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◆海外事業計画の完遂　

　　(メタノール、アミン誘導体他)

　　

◆コエンザイムＱ１０を中心としたライフサイエンス事業の拡大

◆ＭＭＡ／ＭＡＡ、ポリオール誘導体事業の強化

◆グループ各社との特殊品製造チェーンの拡充

【億円】

1,442

1,432

1,371

0 500 1,000 1,500

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

売上高売上高

93

74

58

0 50 100

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

営業利益営業利益

【億円】

　　“経営資源の集中投入”　　天然ガス系化学品セグメント
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◆キシレン系事業再構築のスタート

メタキシレン事業に対する一層の経営資源の集中投入

・ＭＸＤＡ（メタキシレンジアミン） ・・・水島工場における新プラント完遂
・ＰＩＡ（高純度イソフタル酸)　　 ・・・ 更なる拠点の拡充
←　メタキシレン増強の検討

◆ＭＸナイロン・・・米国工場の早期フル稼働

◆芳香族アルデヒド、無水ピロメリット酸などに続く特色ある新規製品の育成

◆マザープラントである水島工場の基盤強化

【億円】

1,258

1,181

1,178

0 500 1,000 1,500

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

売上高売上高

79

76

69

0 50 100

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

営業利益営業利益

【億円】

　　“経営資源の集中投入”　　芳香族化学品セグメント
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◆コア事業の海外市場におけるプレゼンス
　　　ポリカーボネート　・・・　上海への投資検討
　　　ポリアセタール　　・・・　他社グループとの連携強化
　　　過酸化水素　　　　・・・　アジアにおける新設、アライアンスの検討

◆電子工業薬品、ポリカーボネート事業への経営資源の優先配分

◆高機能・高付加価値な新規製品群の早期立ち上げ

◆国内三事業所の役割を明確化
　

【億円】

1,530

1,455

1,325

0 500 1,000 1,500

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

売上高売上高

178

165

140

0 50 100 150 200

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

営業利益営業利益

【億円】

　　“経営資源の集中投入”　　機能化学品セグメント
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◆半導体サブストレート用材料(BT系）・・・国内外のシェア維持拡大の為、
　　マーケットの成長に合わせた能力増強と材料開発

◆エポキシ系材料・・・高機能エポキシ材へ特化
　　インフラ系、半導体テスター向けへの拡販、車載用途へも展開

◆LEシート・・・既存のパッケージ分野への拡販
　　車載用基板、情報・通信・インフラ系基板への新規用途拡大

◆脱酸素剤事業・・・品質、コスト、ブランド力、技術開発力、
　　　　　　　　　　　　　差異化戦略の深化　⇒　絶対優位の確立

【億円】

806

754

719

0 500 1,000

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

売上高売上高

123

118

127

50 100 150

０８年（計画）

０７年（計画）

０６年（予想）

営業利益営業利益

【億円】

　　“経営資源の集中投入”　　特殊機能材セグメント
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　　「協創２００８」　　キーワード　“持続的成長”

◆競争優位にあるコアビジネスと

　　　　成長市場に対する経営資源の集中投入

◆汎用品、特殊品、バランスの取れた成長

◆競争優位にあるコアビジネスと

　　　　成長市場に対する経営資源の集中投入

◆汎用品、特殊品、バランスの取れた成長
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＜汎用品群／特殊品群の成長トレンド＞

2008年度

2005年度
2002年度

2008年度
2005年度

2002年度

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000

売上高（百万円）

収

益

率

「汎用品」計

「特殊品」計

技術やＴＳに有意差とノウハウが
ある高付加価値製品。
要素技術の融合、知財保護の観
点から、国内生産を基本とし、品
揃え・高機能化により差異化を
図り、成長を目指す。

常に厳しい価格競争に晒されるが、ダウ
ンストリームを支える量産型基幹製品。
徹底したコストダウンや、立地特性(海外
生産)により差異化を図り成長を目指す。

“差異化戦略”　汎用品群/特殊品群　バランスの取れた成長

注）円の大きさは収益の絶対額を表す
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　　「協創２００８」　　キーワード　“新規製品群の早期育成”

・「新規製品投入率」（“NPPR”=New Process & Product Ratio）の導入
・既存周辺を含めた“群“(＝クラスター)としての育成
・テクノロジープラットフォームの整備
　要素技術の整理と可視化により、新規製品群の早期育成を目指す

・「新規製品投入率」（“NPPR”=New Process & Product Ratio）の導入
・既存周辺を含めた“群“(＝クラスター)としての育成
・テクノロジープラットフォームの整備
　要素技術の整理と可視化により、新規製品群の早期育成を目指す

新規製品投入率

=新規製品による売上高

÷全ての売上高

新規製品は上市後5年以内のものとする

新規製品投入率の推移
（＊円の大きさは新規製品の利益額を表す）

25

75

125

175

5 10 15 20 25 30

新規製品投入率（％）

売
上
高

（
億
円

）

＜一例＞特殊機能材カンパニーの
　　　　　　新規製品投入率推移

初年度１２％を二年間で２３％に引
き上げる。

例）ＢＴ系、高機能エポキシ等

06年度

07年度

08年度
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　　「協創２００８」　　キーワード　“経営基盤強化”に向けた課題

　◆「成長を支える強靭な財務体質の構築」

　　・自己資本の充実による財務健全性の向上

　◆「生産性の向上と継続的コストダウン」
　　 「人材の育成と現場力の強化」　

　　・安定安全運転の維持

　　・成長戦略の実行と技能継承

◆「経営資源共有によるグループシナジー効果の更なる向上」

　 ・グループ各社間のR&D連携強化

　 ・グループ総資産のスリム化

　◆「成長を支える強靭な財務体質の構築」

　　・自己資本の充実による財務健全性の向上

　◆「生産性の向上と継続的コストダウン」
　　 「人材の育成と現場力の強化」　

　　・安定安全運転の維持

　　・成長戦略の実行と技能継承

◆「経営資源共有によるグループシナジー効果の更なる向上」

　 ・グループ各社間のR&D連携強化

　 ・グループ総資産のスリム化
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　　　　「協創２００８」　　数値目標

09/3月期 　　 (06/3月期)
・連結経常利益　　　　　　　　　　　　　５５０億円　　 (← ５０４億円)
　
・連結ＲＯＡ（総資産経常利益率）　　９．０％以上　 （← ９．５％）

・連結Ｄ/Ｅレシオ　　　　　　　　　　　　０．６以下　 (← ０．６４)

　　

09/3月期 　　 (06/3月期)
・連結経常利益　　　　　　　　　　　　　５５０億円　　 (← ５０４億円)
　
・連結ＲＯＡ（総資産経常利益率）　　９．０％以上　 （← ９．５％）

・連結Ｄ/Ｅレシオ　　　　　　　　　　　　０．６以下　 (← ０．６４)

　　

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

連
結
Ｒ
Ｏ
Ａ

0.50

0.70

0.90

1.10

1.30

連
結
Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ

協創2005

協創２００８

D/Eレシオ
0.6以下

ROA9%
以上
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　　「協創２００８」　キャッシュフローと使途

当期利益等当期利益等

減価償却費減価償却費

株主還元株主還元

投融資投融資

DD//EEﾚｼｵの改善ﾚｼｵの改善

協創２００８
における
使途

・更なる成長に向
け、積極的な投融
資を計画

・アジアを中心とし
た海外案件に
約７割

・自己資本の充実
・有利子負債の抑制
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

100

200

300

400

500

営業利益（億円) 19 149 309 390 390 435 475

売上高(億円) 3,121 3,407 3,886 4,398 4,490 4,720 4,940

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

　　「協創２００８」　売上高と営業利益推移

協創2005

協創２００８

「協創２００８」計算前提：　為替110円/$、　原油WTI　60$/bbl

売
上
高
（
億
円
）

営
業
利
益
（
億
円
）
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お問い合わせ先お問い合わせ先

三菱ガス化学株式会社

広報ＩＲ部（佐藤、輿石）

ＴＥＬ　０３－３２８３－５０４１

ＦＡＸ　０３－３２８７－０８３３

http://www.mgc.co.jp/
E-mail: infoir@mgc.co.jp

＜見通しに関する注意事項＞＜見通しに関する注意事項＞

　当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数　当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数
値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。
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参考資料

三菱ガス化学株式会社



１．連結 ２００５年度 貸借対照表（対 前年度末実績） （単位：億円）

2005年度 2004年度

期末 期末

現金及び預金 294 246 48 19.6%

受取手形・売掛金 1,286 1,122 164 14.6% ◇ 増加理由：売上高の増加など

有価証券 124 50 73 145.6%

棚卸資産 555 512 44 8.5%

その他流動資産 164 154 10 6.4%

＜流動資産 計＞ 2,423 2,084 339 16.3%

0

有形固定資産 1,482 1,537 △ 55 △3.6%         減少理由：設備投資175、減価償却△188、除却等△43

無形固定資産 33 37 △ 4 △10.9%

投資等 1,707 1,288 419 32.5% ◇増加理由：有価証券の時価評価益増、持分法会社の持分剰余金増等

＜固定資産 計＞ 3,222 2,862 360 12.6%

資産合計 5,645 4,946 699 14.1%

支払手形・買掛金 875 758 117 15.4%

有利子負債 1,618 1,671 △ 53 △3.1%

その他負債 559 412 147 35.6%

＜負債 計＞ 3,051 2,841 211 7.4%

0

＜少数株主持分＞ 81 72 9 12.7%

0

資本金･資本剰余金 775 775 0 0.0%

利益剰余金 1,543 1,249 294 23.5% ◇ 増加理由：当期純利益 329億円

土地再評価差額金 2 2 0 0

その他有価証券評価差額金 260 118 142 120.8% 有価証券の時価評価益対応分

為替換算調整勘定 △ 28 △ 72 44 △61.0%

自己株式 △ 40 △ 39 △ 1 3.0%

＜資本の部＞ 2,512 2,033 479 23.6% ◇ 株主資本比率 当期末 44.5％  3.4ポイント上昇

負債及び資本合計 5,645 4,946 699 14.1%

メ  モ増減 増減率



２００５年度決算 説明会参考資料 2/4) ２００６年５月１７日
三菱ガス化学株式会社

２．２００５年度 連結キャッシュフロー （対 前年度末実績）

2005年度 2004年度 増減 メ  モ （２００５年度の主な内訳）

現金・現金同等物 期首残高 △ 17

◇ 税前利益441億円、持分法利益△151億円、減価償却費188億円、

    運転資金△115億円、法人税等支払△67億円

◇ 設備資金 △149億円

◇ 借入金・社債増減 △ 58億円、配当金支払 △ 38億円

10

現金・現金同等物 純増減額 150

連結追加･除外による増減 △ 13

現金・現金同等物 期末残高 119

営業活動によるＣＦ

投資活動によるＣＦ

69

9    

4

66

△ 152    

△ 99    財務活動によるＣＦ

為替換算差異 他

406    

△ 156    

△ 165    

△ 1    

△ 31    

14    

287    

1    

118    

304    

291    

287    

361    



３．各種指標推移（連結） （単位：億円）
04年度 05年度 06年度 増減 増減率
実績 実績 予想 03→04 04→05 05→06 03→04 04→05 05→06

設備投資額 186 175 370 61 △ 11 195 48.7% △5.9% 111.4%
（うち上期） 72 132 165 △ 3 60 60 △4.1% 83.1% 45.5%

減価償却費 194 188 205 △ 1 △ 6 17 △0.5% △3.2% 9.0%
（うち上期） 96 94 99 △ 2 △ 2 △ 2 △1.7% △2.1% △2.1%

研究開発費 107 106 110 2 △ 1 4 1.9% △0.9% 3.8%
（うち上期） 55 55 55 0 0 0 0.0% 0.0% 0

人員
（年度末時点） 4,426人 4,466人 4,485 △ 111 40 19 △2.4% 0.9% 0.4%

04年度 05年度 06年度 増減
実績 実績 予想 03→04 04→05 05→06

一株当り
当期利益
ＲＯＡ
(総資産経常利益率）

ＲＯＥ
(株主資本経常利益率)
配当額 6.0円 10.0円 10.0円 2.0円 4.0円 0.0円

（うち上期） 2.5円 4.0円 5.0円 2.5円 1.5円 1.0円

４．経営環境
2004年度実績 2005年度実績 2006年度予想

１～６月 ７～12月 １～６月 ７～12月 １～６月 ７～12月
メタノール市況

（US＄/ＭＴ） 220～240 240～260 270～290 250～270 250～270 230～250

2004年度実績 2005年度実績 2006年度予想 メ  モ
上期 下期 上期 下期 上期 下期

原料キシレン
公示価格（円/kg） 59 67 69 83 79 77  
ビスフェノールA 1,100 1,900 1,200 1,000 1,300 1,500

（US＄/MT） ～1,900 ～2,200 ～2,000 ～1,300 ～1,500 ～1,600 主要平均CIF価格
ポリカーボネート 2,000 2,500 3,200 3,000 2,900 2,900

（US＄/MT） ～2,400 ～3,200 ～3,300 ～3,300 ～3,100 ～3,100 日本からの輸出通関統計数値（FOB価格ベース）
為替

（円/US＄） 110 105 110 117 110 110

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度　実績 2006年度　予想
上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

電子材料
100 76 48 51 53 53 64 74 87 73 89 111 103 103

100 65 47 63 66 72 90 109 134 109 131 166 152 152
    * 2000年度上期を100とした場合の指数表示

50.4円

19.7%

7.8%

22.2%

9.5%

71.0円 71.4円

8.7%

19.5%

27.5円 20.6円 0.4円

△0.8pts

△2.7pts2.5pts

1.7pts3.8pts

8.6pts

メタノール価格推移
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５．２００６年度 単体業績予想 （対前年実績） （単位：億円）

2004年度 2005年度 2006年度

実績 実績 予想 04→05 05→06

対  前  年  度

増減 数量要因 価格要因

天然ｶﾞｽ系化学品 842 808 34 ▲ 28 62

芳香族化学品 991 853 138 41 97

機能化学品 923 732 191 143 49

特殊機能材 508 423 85 78 7

その他 1 0 1 1 -

合計 3,265 2,817 448 233 214

44

57

▲ 19

300

▲ 8

17

▲ 76

53

200125

▲ 58

43

18

32

75

▲ 148843

220

521

191

12

38

85

1 ▲ 7

メ  モ

▲ 5

93

増減

05年度 04年度売上高要因分析

448

34

138

842

▲ 6

3,260

935

3,265

991

923

1

508

2,817

808

機能性化学品

天然ガス系化学品

売上高

当期純利益

特別損益

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

147

税引前当期純利益

20

経常利益 258 42

3

50

▲ 50

250

50

営業外損益

芳香族化学品

967

8036

853

営業利益

特殊機能材

その他

222

44

104

201

184

0

732

423

53200

▲ 2



2

・価格競争の激化
・品質面での有意差喪失

Ｒ＆Ｄ

時
間
の
経
過

汎用品

　特殊品

Ｒ＆Ｄ強化による
新規製品の早期育成

製品のライフサイクル
に応じた成長戦略図

必要に応じ
・海外生産へシフト
・他社とのアライアンス

　　「協創２００８」　　キーワード　“新規製品群の早期育成”



3MGCの基盤技術

エンドユーザー・社会

塗料

自動車農薬

BT レジン
LE シート
脱酸素剤

MXDA
MX ナイロン

アルデヒド

メタノール
MMA
Ｑ10

過酸化水素
ポリカーボネート

PC シート

紙・パルプ

健康食品

合成繊維肥料 電気・電子

多様なマーケットへの展開多様なマーケットへの展開

精密機器

洗剤 医薬品合成樹脂

　　　　“テクノロジープラットフォーム”　イメージ図

参考：経済産業省　機能性
化学産業研究会




